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					病児シッターとは、病気に罹患している年少者の方の保育について専門的治験と技術を身につけたシッターのことです。
お子様では色々な病気にかかる可能性があり、病状に合わせてきめ細かいケアが常に必要とされます。普通のベビーシッターでは、医療や介護の知識が必ずしも十分ではなく、身体面での安心をゆだねることができるのかというと疑問が残ります。闘病中でも療養と仕事を両立させるには、病児シッターは積極的に活用するべきです。
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					病児シッターは見つけるのが簡単ではない

					病児シッターを見つけることは簡単ではありません。病気やけがをした子供を世話し、必要に応じて医療的なケアを提供する必要があります。そのため子供の健康状態に関する知識や経験、忍耐力、責任感などが求められます。病気やけがをした子供の家庭で働くことが多いため、安全性やプライバシーの問題も重要です。信頼できる病児シッターを見つけることは、保護者にとって大きな課題となっています。
探す場合には知人や家族、医療機関、専門のサービスなどに相談することができます。信頼できる候補者をみつけるためには、面接や参照によるチェック、背景調査などを行うことも重要です。さらに専門のウェブサイトやアプリを利用する方法も一つです。例えば求人情報を掲載している求人サイトや、病児シッターサービスを提供している専門のサイトやアプリがあります。こうしたサービスでは事前に登録や申し込みを行い、条件に合う病児シッターを選択することができます。

					

					病児シッターと普通のベビーシッターの違い

					病児シッターと普通のベビーシッターの間には、どのような違いがあるのでしょうか。前者は不調を抱えることを前提に子供のお世話をすることから、健康状態の判断や悪化を防ぐ知識を持っています。風邪やインフルエンザなどの感染症の病児も扱うので、感染症の知識もあるのが病児シッターの特徴です。後者のベビーシッターは健康な子供のお世話が仕事で、病児シッターのように明らかな病気の子供は対象外です。風邪などの知識はあっても感染症に関する知識は深くない可能性があるので、病気の子供を預かってもらうには対応力の判断が不可欠です。病児シッターは医師が処方した薬を子供に与える、治療をサポートする知識も併せ持ちます。怪我をしている場合は生活で気を付けること、避けるべき姿勢なども知っているので、病気や怪我をしている場合に安心して預けられます。ベビーシッターは医療の知識を持っているとは限らず個人差がありますが、日常的なお世話の依頼には十分対応できるのではないでしょうか。

					

					病児シッターの対象は外来で治療可能な範囲

					病気を患っている子供がいる場合、いつも付きっきりの状態で面倒を見ることは精神的な負担にもなってしまいますし、どんどん体力を削られて自分のことを何一つできなくなってしまうのでかなり注意が必要になってきます。

また、限界だと感じることが多くなってきた場合には、いつでも依頼することが可能な病児シッターを雇ってみることも一つの手と言えるでしょう。

ただし、病児シッターであればどのようなことであっても全て対応してくれるわけではないことを知っておいてください。

病児シッターのできる範囲としては、外来で治療可能なことだけを的確にこなすことができる点です。それ以外の専門的な分野に関しては対応しきれないことも多いので、いくら雇うことができたとしても完全に安心するのではなく、何かあった際には直ぐに駆け付けることができる病院を確保しておくことは非常に大切と言えるでしょう。

後は、治療可能な範囲内であればしっかりと対応してもらえるので、日頃から感謝の気持ちを忘れずに依頼するように心掛けてください。

					

					土日祝日は病児シッターが受けにくい

					土日祝日は多くの病児シッターが休日としているため、依頼を受けにくい傾向があります。需要が高まるため、手配が難しくなる場合があります。ですので利用する場合は事前に十分な時間をかけて手配することをお勧めします。家族や友人など、代わりの人を見つけることも考慮しておくと良いでしょう。
病児シッターは病児や急病を抱える子どもたちの看護や世話をするため、医療従事者や保育士など、専門的な知識と経験を持った人材が求められます。そのため料金は通常のベビーシッターよりも高くなる場合があります。利用する場合は事前にスキルや経験、料金などを確認することが重要です。が緊急時にどのような対応をするのか、事前に確認しておくことも大切です。
最近では派遣するサービスやオンラインで病児シッターの手配ができるサービスもあります。自分に合った方法で病児シッターを探し、子育てと仕事を両立するためのサポートを活用するとストレスを軽減することができます。




病児シッターが必要かどうかを朝一番で確認


夫婦共働きかつ子育て中の世帯では、シッターにお子様を預けることで安心してお仕事に集中することができますが、もしも風邪をひくなどした場合には他のお子様への感染を懸念し、受け入れを断られてしまうことがほとんどです。
そんな時は病児シッターなら医師や看護師が常駐しているほか、感染を避けるための専用の部屋も用意されていることから対応してもらうことが可能です。
もしも通常のシッターに預けるために移動する時などにお子様が風邪をひいていることが発覚した場合、お仕事に遅刻してしまうなど大きな影響を与えてしまうことがあります。
そこで朝一番に、病児シッターが必要かどうかを確認するのがおすすめです。
まずはお子様に体調を聞き、せきや鼻水などの症状が無いかを確認するのをはじめ、熱を測ることも大切です。
ここで何らかの症状があると分かった場合には、病児シッターの予約をします。
病児シッターは混雑することもあり、朝一番に判断と行動をするのがおすすめです。






保育園から連絡があったときに病児シッターに切り替える流れ


一般的な保育園では医師や看護師が在籍していないほか、診療や療養の設備も無いことから疾病に罹患したお子様の保育は想定していないことが多く、発覚した場合には受け入れを拒否されてしまいます。
朝の段階で問題が無いと判断してお子様を保育園に預けたところ、風邪を引いているのを保育士が認知した場合には親御さんのところに連絡が来て、受け入れ拒否を告げられることがあります。
それでもなおお子様を預けたい場合には、病児シッターに切り替えることが可能です。
病児シッターは保育園と提携している施設や近隣に立地している施設を紹介してもらえるケースがあるほか、自身で最寄りの施設を探す方法があります。
病児シッターに問い合わせをして受け入れが可能である場合にはお子様を連れて移動し、手続きを済ませれば預けることができます。
突然問い合わせをすることになれば既に予約で空きがないケースもありますが、粘り強く各施設に連絡をして受け入れ先を探します。






病児シッターでも感染症は対応できない


病児シッターの中でも一般的な保育士資格を持つスタッフのみで構成されており、医師や看護師などが在籍していない施設では感染症には対応できないことがほとんどです。
普通の風邪ならば市販薬の飲み薬を与えたり、熱がある場合には頭を冷やすなどの対応は医療行為にはあたらず、医師や看護師の資格が無くても行うことができます。
一方、感染症の場合は保育士のみで判断するのが困難なだけではなく、対応するための知識や設備も整っていないだけではなく、万が一他のお子様に感染した場合、症状が重篤になった場合に一切の責任を負えないことから申し込みをしても受け入れを拒否されるのが大半です。
もしもお子様が罹患してしまったにも関わらず、夫婦共働きなどの理由から預ける先を探している場合には、医師や看護師が常駐している病児シッターを利用する方法があります。
国家資格と専門知識を持つスタッフによる手厚い医療が受けられるので、安心してお子様を預けることが可能です。






病児シッターは事前に追加料金を確認


現代では男女ともに仕事をしていることが当たり前です。
そうした環境ではどうしても子供の面倒を他人に任せる必要があります。
そうしたときに頼りになるのがベビーシッターです。
自宅で世話を任せられるのでとても便利なサービスですが、子供の体調が悪くなった時は対象外となっているところもあります。
しかし病気の時でも引き受けてくれるサービスもあり、病児シッターといいます。
ただし病児シッターを依頼する場合は追加料金が発生するケースがほとんどです。
通常時よりも気を付けなければならないことが増えるので、その分料金は上乗せされます。
サービスの内容が異なるので料金が変わるのは当然なのですが、よく確認をしないで料金請求書を見て驚くということがよくあります。
大切な子供とお金に関することなので、事前説明はしっかりと聞きましょう。
また、疑問に思ったことがあればその場ですぐに質問をすることも大事です。
お互いの認識のずれを解消しておくことも大切です。






病児シッターに病院付き添い可能かを確認


自分の子供が何かしらの病気を患っている場合、どうしても仕事などに集中することができなくなってしまって精神的に参ってしまうことが多くなると思います。


特に、常に付きっきりの状態で看病していると、自分のことが疎かになってストレスを抱えてしまうこともあると言われているので、疲れた心を回復させたいと考えているならぜひ一度病児シッターを利用してみることをおすすめします。


病児シッターを雇うことができれば、身の回りの家事などをしっかりと行ってくれる安心感が生まれますし、子供の様子を常に監視しなくてもシッターが自ら対応して丁寧な対応をしてもらえるようになるので、負担を大幅に軽減させてゆとりのある生活が送れるようになることは確実です。


しかし、重い病気を患っていると容態が急変して病院に入院しなければならなくなることもあるため、仕事を途中で抜け出すことができない場合、病院に付き添いとして同行してくれるかを事前に聞いておくことは忘れないようにしてください。








病児シッターに着替えなどを多めに渡しておく




病児シッターを利用することを決めたとき、子どもが使用するものを渡すことになりますが、その際に着替えは多めに用意をしておくと安心です。
子どもは大人と比べると熱をすぐに出すので、汗をかいて下着が濡れた状態になります。
そのままにしておくと汗が冷えて体温を下げてしまいますから、風邪を悪化させることになってしまうからです。
また体調が悪いときは、子どもは固形物ではなくても飲料でさえ吐き出してしまうことがあります。
吐き出してしまう行動は悪いことではなく、不要なものを体から排出しようということなので特に気にすることはありません。
しかし吐しゃ物の中には唾液やウィルスが入っていると、臭いが気になってしまいますから着替えは必要になります。
病児シッターさんは看護のプロでもありますから安心して任せることができますが、準備すべきものは多めにしておくと、足りなくなって困ってしまうということを避けられるので安心感につながるでしょう。









病児シッターに体温計や解熱グッズを渡しておく




お子様が風邪を引いたり、何らかの疾病に罹患している時には、安心して預けられる病児シッターは心強い存在です。
その一方で多くの病児シッターは限られた予算と人員の中で、ぎりぎりで運営しているケースが多いのも現状です。
全てのお子様にとって必要なものが全て揃っているのがベストですが、実際には不足していることも多く対応しきれないことがあります。
特に風邪を引くことが多い寒冷期には、様々な備品が不足することがあります。
そこでお子様を病児シッターに預ける時には、体温計や解熱グッズを渡しておくのがおすすめです。
体温計は他者と共有することなく自分のものが使用できることで衛生面でも安心できるのに加えて、順番待ちをすることなく迅速の体温を測れます。
解熱グッズは病児シッターの在庫に負担をかけることを回避できるほか、普段から使い慣れているものを使用できるのもメリットです。
これらのグッズを持参すれば相手方の費用負担も抑えられるため、大半のケースで喜ばれます。









病児シッターに食事や水分の場所を説明




子供が思い病気やアレルギー体質で食事面に気を付けなければならない状態の場合、病児シッターを雇う際にどのような症状があってどんな病気を患っているかについて明確に伝えておくことは非常に大切になってきます。
また、病院から指定されている薬がある場合にはその旨をちゃんと病児シッターに伝えておくこと、食事や水分の場所に関しても丁寧に説明して理解してもらえるように働きかけておくことが重要になるのでぜひ実行しておきましょう。
それと、絶対に食べてはいえない食材であったり、子供の好き嫌いについても説明して理解してもらうことが大切です。
病児シッターの方が自分よりも長く子供と過ごすことが多くなるので、万が一のトラブルが発生しないようにするためにも、アレルギー反応が起きやすい食材は排除するように説明することが必要となります。
その他、何を与えれば子供が満足して喜ぶのか、好きなお菓子やジュースに関しても知ってもらうことで更に快適に過ごせるようになるので忘れないようにしましょう。









病児シッターに依頼するときは子供に優しく説明




病気や怪我で病児シッターに子育てを依頼するときは、子供に優しく説明してわかってもらうことが大事ではないでしょうか。
病児シッターに預けられる子供は不安になりがちですが、優しくわかるように説明することで、不安を取り除くことができます。
病気や怪我については正直に、わかるように程度や治るまでの期間、治療の内容や過ごし方などを伝えることが重要です。
また病児シッターに関する説明も必要なので、どういった存在でなぜ必要なのかを説明することをおすすめします。
子供の理解が十分に深まったら、病児シッターに会わせてお互いのことを知ってもらうのが良いです。
直接話ができれば信頼関係が築けますし、子供に安心できる相手だとわかってもらえます。
子供に多少なりとも我慢させることになるので、希望があればできるだけ聞いてあげることも必要です。
遊びや食事に選択肢があることを説明すれば、遊びたいおもちゃや読んでもらいたい本、食べたいおやつなどを教えてもらい準備に役立てることができるのではないでしょうか。









看護師が対応する病児シッターもある




病児シッターの中には、看護師免許を持つ方がいて、病気の子供に対して適切な判断ができます。
共働きのご家庭が多い中で、子供が急に熱を出した時など、自分の親にお願いできない状況もあります。
高齢の親はインフルエンザの感染で命の危険もあるためお願いしにくく、病児シッターは頼りになる存在です。
子どもの症状や体調を見ながら必要な対処を行うことができ、薬の管理や食事の調理なども担当します。
病院勤務の経験があり、看護師免許を持つスタッフなら適切な水分補給を行い、症状が悪化したときに速やかに医療機関に連絡することもできます。
親と病児シッターがこまめに連絡を取り合うことができるシステムを構築しているサービスがあり、朝の引継ぎもスムーズです。
仕事などでどうしても親が外へ出なければならない緊急時に、信頼して任せることができます。
途中で写真付きで、子供の今の体調や体温をメッセージで教えてくれるなど、きめ細かな対応をしてくれます。
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					東京 病児シッターに関する情報サイト

					病児シッターに関するお役立ち情報

				

				
					このサイトでは病気を抱えているお子様の子育てに直面している親御様を想定して、身近で頼りになる病児シッターに関して活用できる情報や基礎知識を、色々な角度から御紹介しています。慢性病と向き合っているお子様にとって、医療施設に併設している事業所はとても頼りになるのではないでしょうか。最近では各地の自治体でも、闘病中のお子様の保育のサポートを推進する事業を活用しています。こまったときは気軽に相談することをおすすめします。
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